
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  

   
 

学 校 名 多治見市立多治見中学校 

実 施 期 間 平成２６年１０月１１日（土）～１１月１５日（土） 

実 施 概 要 
 
１ 中庭コンサート（中学校の中庭を会場にコンサートを行い、保護

者や地域の方とも交流） 
２ あいさつ運動・多治見市挨拶で絆の日  
３「情報モラルについて」講演会（多中教育の日に開催）と授業参観 
４ 三ツ池の森整備作業（地域の方と校区の森を整備する）  

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  ■自然   □歴史   ■文化   □産業   ■その他 

 公開の方法 
  ■授業公開 □成果発表 □交流活動 ■講演会等 
 
  □地域行事等参加 ■その他 

来 校 者 数 保 護 者 全活動でのべ約７００人  
  計     約８００    人 

地域関係者 全活動で延べ約１００人 

 
実 施 状 況 

 

１ 中庭コンサート（１０．１１土 近隣地域バイオリニストの大迫

綾子さんを招いてコンサートを行ったり、本校吹奏楽部も共演した

りして、音楽鑑賞を通して保護者や地域の方と交流した。）  

２ 多治見市「挨拶で絆の日」を兼ねて本校あいさつ運動を実施。（１

０．１５水 生徒会役員、教職員、ＰＴＡ役員などが地域や学校に

立って挨拶を交わした。 

３「情報モラルについて」講演会（１１．１５土 東濃教育事務所  

酒井統康指導主事を講師に保護者が情報モラルについて考えた。）  

４ 三ツ池の森整備作業（地域の方と校区の三ツ池の森を整備）地域

の方を講師にして１年生の三ツ池の森整備活動を行う前の環境整備

会議を行った。 

 （実質的な活動は１月に実施） 

以上のように地域や保護者との連携を大切にした事業を実施してい

る。 

 
成果及び課題 

 

１ 秋の夜空のもと、学校の環境を活かした行事でよかった。吹奏楽

部の一生懸命さがよかった。学校と地域のつながりが感じられた。

このコンサートは続けて欲しいと思った。 

２ 多治見市の挨拶運動が昨年度から実施され、中学校区の幼保も連

携してあいさつ運動に取り組もうとする動きも出てきている。  

３ 講演を聞いて、大人自身が情報モラルに対して知識が不足してい

ることを実感した。機器を通してわが子たちに対しての接し方や問

題点が分かった。情報モラルに対して正しく理解することの大切さ

を感じた。多中教育の日は、母親だけでなく父親の参加も増えてき

ており、学校との関係も年々よくなってきている。  

４ ＰＴＡ役員等と地域の方の協力で地道に継続して実施されている

がやや参加人数が少ない。１年生の生徒にとっては地域に根ざした

活動が継続してでき、大変価値のある学習になっている。  

 


